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日本製紙のバイオリファイナリーに関する取組み
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【自己紹介】

○後藤 至誠（ごとう しせい）

○日本製紙株式会社
バイオマスマテリアル事業推進本部 事業転換推進室長

○主に木質バイオマスを用いたバイオリファイナリー(※）、
カーボンリサイクルなど、カーボンニュートラルに資する
新規ビジネス化・事業化検討の取り纏めに従事

※バイオマスを原料とした
バイオ燃料・化学品製造

社長

バイオマスマテリアル事業推進本部長□□本部長○○本部長

事業転換推進室長 △△部長 ◇◇センター長○△部長 □△部長○□部長

兼務メンバー

専従メンバー

①関連部門長が兼務

②関連本部長がアドバイザー

新規ビジネス創出・事業転換の加速
に向けたタテ串・ヨコ串・ナナメ串

を刺して実行する組織①②
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日本製紙のバイオリファイナリー構想

木質バイオマスの新たな利用と森林資源循環の加速

紙製品
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バイオエタノールに関する検討（森空プロジェクト）

木質バイオマスを原料とする国内初のセルロース系バイオエタノール
商用生産およびバイオケミカル製品への展開に向けた検討

ポイント：

●国産材を利用
●第二世代エタノール（E2G）

→食糧競合の無い非可食原料利用

国産SAF官民協議会/認証TGの
パイロット事業者として
CORSIA適格燃料への適合検討中

国産材サプライチェーン
工場生産設備

マーケティング
国内外情報収集

バイオ
リファイナリー技術

糖･バイオエタノール製造

化学メーカー

バイオケミカル製造

航空会社石油元売り

SAF製造 SAF使用

<本検討の意義>

国産材の活用により･･･

･資源安全保障
輸入依存体質の緩和

･循環経済
経済効果の地域への還流

･脱炭素
ﾊﾞｲｵﾏｽ由来の低CFP*製品供給

*ｶｰﾎﾞﾝﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ
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日本製紙G
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林業種苗法によるスギ種苗配布区域
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テーマ1：農林業の巻き込み－地元に根付くエリート苗事業

10cm程度の小さな枝からでも
挿し木が出来る技術を確立

挿し穂
(10cm)

発根
（2ヶ月）

さし木

通常2-3年かかる育苗期間を
1年に短縮､生産性の大幅向上

種子

当社の苗木生産技術

従来より格段に高い苗生産性を実現

ｴﾘｰﾄ
ﾂﾘｰ

秋田(一区)､静岡(三区)､鳥取(四区)､
広島(五区)､熊本･大分(六区)で

｢特定増殖事業者｣の知事認定取得

各地の生産体制を整備、
社有林
外販 向け苗生産を開始

2023年末160万本/年の体制、
需要に応じて拡大中
⇒2030年1,000万本を目標

地元生産者

ｴﾘｰﾄﾂﾘｰ種子､穂木
資材､技術支援

苗木納入
(全量買取)

社有林

種苗
組合

需要者

生産は地元に委託
既存生産者との協業
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テーマ2：企業･地域の転換加速/技術&社会イノベーション

針葉樹

A･B
材

C材

C材

合板廃材

チップ

低質間伐材

チップ

製材廃材(背板)

チップ

チップ

C材:製紙向け

合板

製材A材:建築向け

B材:合板向け

製紙会社:原材料調達

国産製紙原料は副産物･廃材主体

製材･合板会社:廃材処理

主伐材

国内森林資源のカスケード利用の拡大と資源循環の加速

⇒ バイオリファイナリー構想(ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ･ｴﾘｰﾄﾂﾘｰなど)の実現

⇒バランス良く使う+早く育てる

≒ 転換の加速につながる
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テーマ3：国際議論と国内・地域議論との連環・架橋

●多様なバイオマス原料
・可食(ﾄｳﾓﾛｺｼ･ｻﾄｳｷﾋﾞ）
・非可食(農業残渣･森林残渣･木質)

●集荷の課題
・嵩や季節性(藁･農業残渣など）
・各地に分散

⇒大規模に集荷しようとすると輸送コストやLCAが高くなる

→多様な原料に対する地産地消のサプライチェーン
の構築と利用に対する理解・協力が重要

⇒SAF向け木質バイオエタノールの認証取得を通じて、
日本の森林資源の活用の国際的な認知を得たい

オイルリファイナリーに対するバイオリファイナリーの特徴


